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図5. 形態表現 図 6. 操作対象の表現形式

図 2. 操作対象

図 3. 着目構法

図 4. 表面操作

図 1. 分析例

１. 序
　建築史家 A.フォーティーが指摘する様に１）、コンクリー
トは単なる建築の主要な材料であるだけでなく、近代性
や非近代性、人工性や自然性といった相反する様々な建
築的意味を担うメディアとして位置づけられる素材であ
る。日本においてコンクリートは、近代性を表現する素
材として戦後に普及し建築家が主体表現としてきた代表
的な素材であり、彼らの設計論からは各時代の社会状況
や技術を背景としてコンクリートが担ってきた様々な建
築的意味が読み取れる。こうした状況を踏まえ、建築家
がコンクリートを用いていかに思考し建築表現としてき
たかを通時的に把握することは建築家の素材認識と連動
した設計思想の変容を捉える上で重要である。そこで本
研究では、現代日本の建築家の設計論を資料にコンク
リートの表現の形式と内容から、建築家の素材認識と設
計思想の変容の一端を明らかにすることを目的とする。
２. コンクリートの表現形式
　資料となる論説 2）からは、図 1における「コンクリー
トの厚い壁を建築の主な構成要素に用いて」のように主

体表現がなされた建物の部位（操作対象）を特定するこ
とができ、さらにその部位の表面にどのような操作を施
しているのか（表面操作）、及びどのような形態として
表現しているのか（形態操作）を読み取ることができる。
本章ではこれらから操作対象がどのような実体的水準で
捉えられているのか（表現形式）について検討する。
2-1. コンクリートの操作対象と着目構法　　　
　資料となる論説から、主体表現として論じている操作
対象を抽出し（図 2）、さらにそれを構成する構法に関
する記述があるものについてその内容を着目構法として
整理した（図 3）。
2-2. 表面操作と形態表現　　　図 1における「型枠の
塗布など思いつく限りの技術改良を試みてきた」や「コ
ンクリートの箱を挿入し」のように、型枠を転写して表
面に表情を持たせることや特定の形態をつくるといった
コンクリート特有の表現への言及がみられた。そこで
コンクリートの表面に操作を施す表面操作を図 4にお
いて、またコンクリートの形態をつくる形態表現を図 5
において整理・検討した（図 4,5）。まず表面操作にお

いては、コンクリートの材料であるセメント・骨材の選
択や顔料等を加える〔組成〕、木製型枠等を用いてコン
クリートに表情を与える〔型枠〕、打継ぎ目地の処理や木
コン・パネルの割付をする〔目地・割付〕、洗いや斫り、
サンドブラストを行う〔削り〕、打放し面に色や光沢を
与える塗装を行う〔塗装〕に分類した。さらに、操作対
象ごとの表面操作の組合せを、打設後に加工する操作で
ある〔削り〕〔塗装〕の有無に着目し、これらを含まな
い［素地］、これらを含む［加工］、さらに表面操作に言
及しない［表面なし］の３つに分類した。形態表現にお
いては、操作対象ごとに単純幾何学図形の組合せからな
る〈整形〉と自由曲線などからなる〈不整形〉、さらに形
態表現に言及しない〈形態なし〉の 3つに分類した。
2-3. 表現形式　　　前節までに捉えた表面操作と形態表
現の組合せを操作対象の表現形式として示したのが図 6
である。表面操作の［素地］においては形態操作の〈不
整形〉の割合が大きく、［加工］においては〈整形〉に
偏る。これは表面に型枠跡を持つ可塑性を生かした特殊
な形が表現される一方で、型枠でつくられたことが隠さ
れた、または削り出された表面をもつ幾何学的に整った
形が表現される傾向があることがわかる。前者は、鋳物
のように型枠に流しこんでつくられる泥のような液体物
としてコンクリートを認識するものと言え、後者は人の
手で加工して完成する石のような固体物としてこれを認
識するものと言える。
３. コンクリートの表現内容
　資料とした論説から、コンクリートを介していかなる
建築的意味を表現しようとしているのかを読み取れる箇
所を表現内容として抽出し検討した（図 7）。その結果、
近代性や非近代性といった相反する表現内容が多くみら
れたため、それらを【近代】・【非近代】、【人工】・【自然】、【物
質】・【非物質】、【図】・【地】の 4つの水準に分類した。【近
代】・【非近代】について、【近代】は力学の視覚化やモ
ダニズムで重視された簡素性などの表現であり、【非近
代】は伝統の表現や即興的なつくりかたなどの表現であ
る。【人工】・【自然】について、【人工】は人為性や永久
性などの表現であり、【自然】は自然物のようにみせる
表現や風雨による経年変化の表現の内容である。【物質】・
【非物質】はコンクリートの物質感の有無を問題とする
もので、【物質】は触覚的な内容や重さを表現するもの
であり、【非物質】は、建築の形式や形態を抽象的に表
現するといった内容のものである。【図】・【地】について、

図7. 表現内容

図 8. コンクリートの素材認識



図 9. コンクリートの素材認識と設計思想の変遷
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◆コンパネの普及と打放しの大衆化 (70’s-80’s)

レーモンド自邸 (1923) 初の RC打放し◇
◆生コン工場・運搬開始

●東日本大震災（2011）

●阪神淡路大震災（1995） ●京都議定書発行（2005）
●東京オリンピック (1964)

●郊外開発と都市化 (60’s-70’s) ●バブル景気 (1986-91)
●２度のオイルショック (70’s)
◇『建築のレトリック』多木浩二 (sk7611-7708)◇構造主義 (60’s-) ◇『建築家なしの建築』(1984)

◇『批判的地域主義に向けて』(1983)◇『消費の海に浸らずして新しい建築はない』伊東豊雄 (sk8911)

伝統論争 メタボリズム デコンストラクションポストモダニズム最小限住宅

1960’s1950’s 1970’s 1980’s 1990’s 2000’s 2010’s

1960’s1950’s 1970’s 1980’s 1990’s 2000’s 2010’s

「コンクリートは、私たちに、
立ち上がり、ささえ、張る力
とエネルギーとを無限に与え
てくれる。... コンクリートが
内包している混沌としたエネ
ルギーから、力の秩序を創造
する。」

「私の言う真の現代建築とは、
すべての不必要な材料を、一
切捨て去ってそれ以上捨てる
余地もなければ、それ以上追
加する必要もない建築のこと
をいうのである。」

no.5 　
広島平和記念資料館

no.13
群馬音楽センター

アントニン・レーモンド

(sk5606) (sk6110)

丹下健三

「閉じることの意味としては、
社会の中に壁によって自己の
場を切り取り、個人の領域を
第一に獲得しようとするもの
である。」

no.37 　
住吉の長屋

(sk7702)

安藤忠雄

「自然との関わり合いも大き
なテーマとなった。周囲の緑
が建物内部に浸透してくる。
コンクリートの幾何学的形態
が人為的な存在を主張してい
る。そのまわりで自然は一層
映え、その実在感を高める。」

no.46 　
六甲の集合住宅

(sk8310)

安藤忠雄

「手作業による微妙なズレや
たまたま現場で起こってしま
う出来事を少人数の職人たち
で共有しながら、それを許容
し、自然と歪みを伴いながら
空間を立ち上げていく方法で
ある。」

no.110 　
House & Restaurant

(JT1706)

石上純也

「... その矛盾を解決する手段
として人工大地という触媒を
提案してその触媒作用によっ
て都市空間の再編成と新しい
造形とを一挙に成功させよう
と試みたわけである。」

「何の意味も投げかけない中
性の架構体が必要だった。後
で裸形の空間とそれを呼ぶこ
とになる。柱も壁も筋違いも
ただそれだけの機能を表現し
ている。」

no.28 　
坂出人工大地

no.36
上原通りの住宅

篠原一男

(sk6803)(sk5510) (sk7701)

大高正人

「凡てが荒削りの構造のまま
無装飾に表現されております
が、材料や手法からくる素朴
さや、純粋な気分が２つの材
料を合理的に組み合わせてい
るところからくる近代的なも
のと調和して ...」

no.3 　
広島世界平和記念聖堂

村野藤吾

「私はこの建築に用いられる
すべての素材を、ごく自然な
形でそこに置きたかった。...
一度形を得てそこにあるコン
クリートの塊という存在はそ
の物性から考えても自然の石
と変わらない。」

no.44
塚本英世記念館

(sk8201)

高橋靗一
「この建築が、どこかコンク
リートを掘り抜いたように感
じられるとすれば、おそらく
そのためだろう。...そして「滑
らかさ」とは、x,y,z の方向
にも差別なく「拡がり」の可
能性を持つことだろう。」

no.62　
物質思考 36
- プロジェクトK2

(sk9403)

鈴木了二
「天井の 3.9m の展示室は、
適度な重厚感を有し、光の反
射を考慮した波型のプレキャ
ストコンクリートによる表情
を持つ。波型のラインはフレ
ネル曲線を微分し計算したも
ので ....」

no.77　
ポーラ美術館

(sK0208)

日建設計・安田幸一ほか

「小叩きによる小豆島石のテ
クスチャーは、島の採石場に
露出した岩肌に近似する。...
その石でもう一度建築を作る
ことが、島の大地の輪郭に新
しい細部を書き込むよう
な ...。」

no.108 　
石の島の石

(JT1612)

中山英之
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「前にはこの場所にツタに覆わ
れたコンクリート打ち放し仕上
げの塔状の建物があって ... コン
クリート打ち放しという仕上げ
の記憶を継承した。道路を隔て
て向かい側にある東日本建築家
協会の建物仕上げとも同じだ。」
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「当初からこの建築はコンク
リートでつくりたいと考えて
いた。... この建築に生き生き
とした力強さを与えるためで
あった ... もっと不均質で不
安定な時代の新しい抽象を表
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1980 年代に一時増加した。次に表現形式について考察
する。表面操作は 1990 年代まで〈操作なし〉に偏るが、
2000-2010 年代では一転して［素地］と［加工］の割
合が大きくなっている。また、形態表現では 1950 年代
に〈表現なし〉が多く、1960 年代では〈不整形〉が多い。
1970-1990 年代では〈整形〉の割合が高いが、2000
年代 -2010 年代には再び〈不整形〉の割合が増す。
　以上の分析を時代背景と合わせて横断的に検討するこ
とで、現代日本の建築家の素材認識と設計思想の変容に
ついて検討する。まず、1950-1960 年代ではモダニズ
ムや伝統論争、メタボリズムを背景に【近代】・【非近
代】や【人工】・【自然】が主要な表現となっており、ま
た 1960 年代には可塑性を生かした形態表現も多くなっ
ている。このことは、コンクリートが様々な建築思想を
実体化しうる素材として認識され様々な形態を伴って
表現されていたと考えられる。1970 年代には、都市化
や構造主義を背景に個人の場の確立や中性の思考といっ
た新しい設計思想が幾何学的形態を通して表現されてい
たことが伺える。1980-1990 年代には地域主義といっ
たポストモダニズムや好景気とその崩壊を背景に、建物
を自然化させたり目立たない無名のものとする思考や触
覚性といった実体そのものへの関心が高まった。2000-
2010 年代では、阪神淡路大震災後の復興や東日本大震
災、環境問題に関する議論の高まりを背景に建設行為の
表現や即興性といった【非近代】や永久性や人為性といっ
た【人工】、建物を自然物とみなす【自然】が戦後以来
再び増加した。表現形式では表面操作の［素地］と形態
表現の〈不整形〉が多くみられ、液体物としてのコンク
リートの認識を基に、建築を原始的なものとして捉え直
そうとする姿勢が伺える。
5. 結　
　以上、現代日本の建築家の設計論を資料にコンクリー
トの表現の形式と内容から、建築家の素材認識と設計思
想の変容について検討した。その結果、近年では戦後に
みられた非近代性や人工性、自然性の思考のもとに泥の
ような液体物としてコンクリートを扱う傾向にあること
を明らかにした。このことは、現代日本の建築家が建築
を再び原始的なものとして捉えなおそうとしていること
を示していると考えられる。

エイドリアン・フォーティー　（2016）　『メディアとしてのコンクリート』（坂牛 卓他訳）　鹿島出版社
ここでは、戦後の国内の建築雑誌の中で代表的なものと思われる「新建築」「住宅特集」「GA JAPAN」「建
築技術」を中心とし、それらに掲載された具体的な作品を伴う論説のうちコンクリートのに託した建築
的意味やコンクリートを用いることの目的について言及し、かつその表現が作品の中で主要な表現とし
て読み取れる論説を資料とする。

註 1）

2）

【図】は宗教や死を象徴するモニュメント性や華やかさ
などを表現するもので、【地】は建築を素っ気ないもの
や目立たず意識されないものにする表現である。
４. コンクリートの素材認識
4-1. コンクリートの素材認識　　　前節までに検討した
表現形式と表現内容を重ねて検討することでコンクリー
トの素材認識を捉える（図8）。まず表面操作に関しては、
【近代】・【非近代】と【人工】・【自然】では［操作なし］
が多く、【物質】・【非物質】と【図】・【地】では表面に
操作をするものが多くみられた。また形態表現に関して
は、【近代】・【非近代】では〈不整形〉が、【人工】・【自
然】では〈形態なし〉が多く、さらに【物質】・【非物質】
では〈整形〉が多くみられた。このことは、素材の表面
に関する表現においては、素材の物質感の有無に関する
思考や建築の存在感を強調したり消去する思考がなされ
る傾向にあることが捉えられる。また素材の形態に関す
る表現においては、近代性や非近代性の思考や物質感の
有無に関する思考がなされる傾向にあることが捉えられ
る。さらに表面操作と形態表現を持たないものに関して
は強度や耐火性などのコンクリートの物性やその生成過
程に関する表現を持つものと考えられ、これは人工性や
自然性の思考がなされる傾向にあることがわかる。
4-2. コンクリートの素材認識と設計思想の変容
　以上で検討したコンクリートの表現形式と表現内容を
通時的に考察することで、建築家の素材認識と設計思
想の変容について検討する（図 9）。さらに、表現内容
については図 7に示した内容の小分類の推移も合わせ
て示している。まず表現内容の変遷について考察する。
【近代】・【非近代】は 1950-1960 年代にかけて大きな
割合を占めており、その後は 2000 年代に【非近代】の
増加がみられたが全体として減少を続けている。内容の
内訳では｛簡素性｝や｛伝統の表現｝が長期的に継続し
てみられた。【人工】・【自然】は 1960 年代や 1980 年
代に増加し、特に 2010 年代では大きな割合を占めてい
る。内訳をみると｛人為性｝や｛都市性｝に関する内容
が長期的にみられ、さらに近年では｛永遠性｝や｛基盤
の表現｝といった 1960 年にみられた内容が再びみられ
るようになった。【物質】・【非物質】は 1970 年代に大
きな割合を占め、1990 年代に再び増加している。内訳
では｛触覚性｝や｛重さ｝の表現に加え、建築の形式や
形態を抽象的に表現する｛中性｝が継続してみられる。
【図】・【地】はいずれの年代でも一定の割合でみられ、


